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いの を 知って ゐ たけれ ど (馬 右 ェ門は 誰からで も 「馬」 

と 呼ばれない 限り 返事 をし なかった) 度々 かう 呼び か 

けた。 が やはりき よろんと して ゐて 答へ ない 兄 を 見る 

と、 「兄さん」 と 云 ふと 「おい」 と 答へ る 兄 を どんなに 

羨し く 思った 事 か。 

新 次 は 去年 小学校 を 卒業して、 今 は、 父の 仕事 をた 

すけ、 一 方、 主婦の 仕事 を 一 切し なければ ならな かつ 

たので ある。 何時でも 彼 は、 彼の 家庭の 溝の 中の 様に 

暗く、 そして すっぱい 事を考 へた。 

炊事 を 終へ て、 黒く ひかって ゐる 冷たい ふとんに も 

ぐって から、 こんな 事 をよ く 思った 



あるんだ！ 力が 

「何 を^ j るん け？」 

「が だな」 よだれの 中から 馬 右 ェ門は 云った。 

「かたな？ かたなみ たいな もの を」 

木の実 だと 思 つ て 拾った のが やっぱり からにす ぎな 

かった 時の 様に 新 次 は 感じた。 ふと、 思 切り なぐりつ 

けて やらう かと 思った が、 ぼんやりして、 馬右ェ 門の 

むくれ 上る くび を 見て ゐた。 

町の 横 を 通る 電車 道の 工事に 多くの 朝鮮人が この 町 

にやって 来て、 鍛冶の 仕事が 増して 来る と、 新 次の 家 

も 幾分 活気 づ いた。 
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